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２２ 

高
専
協
議
会
Ｗ
ｅ
ｂ
単
組
交
流
集
会
（
８
月
３０
日
）

２２ 

全
大
教
近
畿
総
会
（
８
月
８
日
）

２２ 

青
年
部
委
員
～
ズ
ー
ム
懇
親
会
を
開
催

３３ 

論
壇
「
大
分
大
学
に
お
け
る
学
長
の
人
事
へ
の

        

介
入
問
題
」 

大
分
大
学
名
誉
教
授 

阿
部 

誠

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
㉗  

テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
つ
い
て

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

弘
前
大
学

    

「
コ
ロ
ナ
禍
で
組
合
活
動
に
四
苦
八
苦
」

� 

舞
鶴
高
専

    

「
組
合
組
織
の
拡
大
を
目
指
し
て
」

４４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

■
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
へ
教
育

・

 
 
 

研
究

・
医
療
の
充
実
こ
そ
重
要
■

　

財
務
省
が
示
し
た
２
０
２
１

年
度
概
算
要
求
の
方
針
で
は
、

要
求
額
は
基
本
的
に
今
年
度
と

同
額
と
し
た
う
え
で
、
別
途
コ

ロ
ナ
対
応
の
要
望
を
で
き
る
と

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
歳
出
改

革
を
強
化
し
て
い
く
と
し
て
、

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は

８
月
18
日
、
文
部
科
学
省
と
会

見
し
、
２
０
２
１
年
度
概
算
要

求
期
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
大
教
は
８
月
20
日
に
、
筑
波
学
研
労
協
、
特
殊
法
人
労

連
、
国
公
労
連
と
４
者
共
同
で
、
財
務
省
に
対
し
、「
独
立
行

政
法
人
・
国
立
大
学
法
人
等
の
運
営
費
交
付
金
拡
充
等
を
求

め
る
要
請
書
」
に
基
づ
い
て
、
要
請
の
会
見
を
実
施
し
ま
し

た
。

予
算
の
中
身
を
大
胆
に
重
点
化

す
る
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。

喫
緊
の
コ
ロ
ナ
対
応
や
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
社
会
に
む
け
て
、教
育
・

研
究
・
医
療
の
予
算
拡
充
こ
そ

重
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
ま

し
た
。

■
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
充
分
な
支
援
を
■

　

全
大
教
が
実
施
し
た
コ
ロ
ナ

対
応
下
で
の
労
働
実
態
・
教
育

研
究
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紹
介

し
つ
つ
教
職
員
の
業
務
負
担
増

や
遠
隔
授
業
へ
の
支
援
、
医
療

従
事
者
や
学
生
へ
の
支
援
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。

■
運
営
費
交
付
金
の
拡
充
を
■

　

共
通
指
標
に
よ
る
傾
斜
配
分

に
よ
っ
て
財
源
が
不
安
定
化
し

て
い
る
問
題
や
高
専
に
か
け
ら

れ
て
い
る
効
率
化
係
数
の
問
題

を
指
摘
し
、
基
盤
と
な
る
運
営

費
交
付
金
の
拡
充
と
安
定
的
な

措
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

■
裁
量
労
働
制
の
大
学
教
員
の

　
　

健
康
確
保
に
む
け
た
環
境
整
備
を
■

■
第
4
期
中
期
目
標

・
計
画
に
む
け
て

　
　

自
主
性

・
自
律
性
の
尊
重
を
■

　
「
戦
略
的
経
営
実
現
に
向
け

た
検
討
会
議
」
で
は
大
学
経
営

の
柔
軟
化
な
ど
の
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
中
、
先
ず
重
要
な
の

は
自
主
性
・
自
律
性
を
尊
重
し

た
大
学
運
営
で
あ
り
、
そ
れ
を

可
能
と
す
る
充
分
な
運
営
費
交

付
金
措
置
や
中
期
目
標
・
計
画

の
在
り
方
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

研
究
時
間
確
保
と
健
康
確
保

の
両
立
に
む
け
て
、
業
務
の
整

理
と
必
要
な
人
員
を
配
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
運
営
費
交
付
金

の
充
分
な
措
置
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
健
康
確
保
を
趣
旨
と

す
る
労
働
時
間
把
握
に
伴
い
生

じ
て
い
る
課
題
に
関
し
て
、
厚

労
省
と
も
連
携
し
つ
つ
適
切
な

対
応
を
検
討
す
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。

■
学
生
支
援
の
充
実
を
■

　

大
学
等
修
学
支
援
法
の
中
間

所
得
層
へ
の
対
象
拡
大
や
大
学

院
生
へ
の
支
援
充
実
を
要
望
し

ま
し
た
。（
書
記
長　

永
井 

信
）

　

こ
の
要
請
に
あ
た
っ
て
は
、

単
組
等
か
ら
の
団
体
署
名
（
１

０
６
１
筆
、
う
ち
全
大
教
集
約

分
61
筆
）
を
提
出
し
、
要
請
内

容
の
実
現
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

　

会
見
で
は
、筑
波
学
研
労
協
、

全
大
教
、
特
殊
法
人
労
連
、
国

公
労
連
加
盟
単
組
等
か
ら
順

次
、
職
場
の
実
情
な
ど
に
も
と

づ
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
こ
の
概
算

要
求
期
に
当
た
り
文
部
科
学
省

に
対
し
て
８
月
４
日
に
要
望
書

を
提
出
し
、
８
月
18
日
に
は
会

見
も
行
っ
て
要
望
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
運
営

費
交
付
金
等
に
関
わ
る
事
項
を

要
請
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
に
あ
た
っ
て
の
大
学
等
の

状
況
を
伝
え
ま
し
た
。

◆ 

附
属
病
院
の
職
場
で
は
困

難
な
状
況
に
直
面
し
て
お

り
、
人
員
の
増
強
と
手
当
支

給
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、

◆ 

学
生
へ
の
修
学
支
援
に
つ

い
て
は
対
象
と
支
給
額
の
拡

大
と
そ
れ
ら
の
継
続
的
な
給

付
支
給
、
授
業
減
免
の
追
加

等
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ

と
、

◆ 

対
面
授
業
・
研
究
の
再
開

の
た
め
の
環
境
整
備
、
遠
隔

授
業
等
の
環
境
整
備
の
た
め

の
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、

◆ 

教
職
員
の
業
務
の
負
担
増

に
報
い
る
手
当
支
給
、
人
員

増
が
可
能
と
な
る
財
政
支
援

が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
、
十
分
な
財
政
的
な
措

置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　

運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
、

国
公
立
大
学
、
国
立
高
専
、
大

学
共
同
利
用
機
関
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
対
応
し
、
い
ず
れ

も
基
盤
的
経
費
を
重
視
し
た
拡

充
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
学
教
員
の
働
き
方
改
革
に

関
連
し
、
教
育
研
究
の
充
実
と

教
員
の
健
康
確
保
が
両
立
で
き

る
よ
う
、
人
員
確
保
が
可
能
と

な
る
運
営
費
交
付
金
の
拡
充
を

求
め
ま
し
た
。

　

財
務
省
か
ら
の
回
答
は
、
総

括
的
に
は「
各
分
野
で
の
課
題
、

苦
労
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
よ
く
理
解
を
し
て
い

き
た
い
。
各
分
野
に
つ
い
て
は

本
日
答
え
ら
れ
な
い
。
各
省
庁

か
ら
の
概
算
要
求
が
出
さ
れ
、

検
討
し
て
く
こ
と
に
な
る
。
運

営
費
交
付
金
も
税
金
が
原
資
で

あ
る
。
法
人
制
度
は
法
人
内
部

で
資
源
配
分
を
工
夫
で
き
る
制

度
で
あ
る
」。ま
た
国
立
大
学
等

の
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て

「
国
立
大
学
等
の
運
営
費
交
付

金
は
、
渡
し
切
り
の
交
付
金
で

あ
り
自
己
収
入
も
含
め
経
営
判

断
で
工
夫
が
可
能
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
前
提
。
文
科
省
に
要

望
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
文
科
省
の
概
算
要
求
を
待

っ
て
検
討
す
る
」
と
い
う
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
要
請
側
は
全
大

教
か
ら
長
山
副
委
員
長
、
そ
の

他
筑
波
学
研
労
協
、
特
殊
法
人

労
連
、
国
公
労
連
（
本
部
及
び

単
組
等
）、財
務
省
側
は
主
計
局

主
計
企
画
官
補
佐 

吉
田
氏
、主

計
局
文
部
科
学
係
主
計
官
補
佐 

印
南
氏
で
し
た
。

      （
副
委
員
長　

長
山 

泰
秀
）


